
進路指導論（キャリア教育を
含む。）134032109 山田陽平 教職 2 選択 3後期

科目の概要
進路指導は，生徒が自ら将来の進路を選択・計画し，その後の生活によりよく適応し，能力を伸長するように教員が組織的・継続的に指導・援助する過程であり，長期的展望に立っ
た人間形成を目指す教育活動である。それを包含するキャリア教育は，学校で学ぶことと社会との接続を意識し，一人一人の社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能
力を育むことを目的としている。本科目では，進路指導・キャリア教育の視点に立った授業改善や体験活動，評価改善の推進やガイダンスとカウンセリングの充実，それに向けた学
校内外の組織的体制に必要な知識や素養を身に付ける。
DP2「ライフスタイルのデザインを提案するために必要な衣・食・住および地域活性に関連する専門的知識・技能を身に付けて、地域再生に貢献することができる。」およびDP3「自
立した社会人として、常に自己研鑽に取り組み、自らの可能性を高めて社会に貢献することができる。」を備えた家庭科教員となるためにも、この科目に真摯に向き合ってほしい。

学修内容 到達目標

① 進路指導・キャリア教育の基礎（意義，目的，課題，歴史的
経緯）を学ぶ。
② キャリア教育の組織的な指導体制の意義とポイントを学ぶ。
③ ガイダンス機能を生かした進路指導・キャリア教育の意義と
方法を学ぶ。
④ 個に応じたキャリア・カウンセリングの考え方と実践を学
ぶ。
⑤ 職業に関する体験活動（職場体験・インターンシップ）の意
義と指導方法を学ぶ。
⑥ 小学校から高等学校までの系統的なキャリア教育のための
キャリア・パスポートの在り方や活用方法を学ぶ。

① 進路指導・キャリア教育の基礎（意義，目的，課題，歴史的経緯）を理解
した上で，キャリア教育を実践する中で生じる課題を把握し，その解決方法
を考えることができる。
② キャリア教育の組織的な指導体制の意義とポイントを例示することができ
る。
③ ガイダンス機能を生かした進路指導・キャリア教育の意義と方法を例示す
ることができる。
④ 個に応じたキャリア・カウンセリングの考え方と実践を例示することがで
きる。
⑤ 職業に関する体験活動（職場体験・インターンシップ）の意義と指導方法
を説明することができる。
⑥ 小学校から高等学校までの系統的なキャリア教育のためのキャリア・パス
ポートの在り方や活用方法を例示することができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 自分の経験と関係づけたり，自分なりの例を作って考えている。

働きかけ力

実行力 他者と協力して互いの理解を深め合うことを意識して行動している。

考え抜
く力

課題発見力 わからないところを把握している。

計画力

創造力 わからないことでも他に調べたり仮説を立てたりして考えを深めている。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

互いに意見を言いやすくなるように工夫して発言・コメントしている。

他者の意見を聴いて反応している。

期限までに課題を提出した。

テキスト及び参考文献
テキスト：よくわかる！教職エクササイズ（4）生徒指導・進路指導／安達・森田（編）：ミネルヴァ書房，2020年
参考図書①：はじめて学ぶ教職19　キャリア教育／藤田晃之（編）：ミネルヴァ書房，2018年
参考図書②：高等学校キャリア教育の手引き　文部科学省　教育出版
参考図書③：中学校キャリア教育の手引き　文部科学省　教育出版
各校種の「キャリア教育の手引き」は文部科学省のホームページから読むことができる。
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/detail/1312372.htm

他科目との関連、資格との関連

「進路指導論」は教職に関する科目であり，「教育心理学」「生徒指導論」で獲得した知識・技術を活用する。同時期
に履修する「教育相談」，その後に履修する「教育実習」「教職実践演習」の基盤となる科目である。
中学校教諭一種免許状（家庭）・高等学校教諭一種免許状（家庭）を取得するために履修する必要がある。

学修上の助言 受講生とのルール

テキストの内容を中心に学習する。書き込んだり，図式化
したりすることで理解しやすくなる。

予習としてテキストを読みポイントを図式化してくること
を前提に授業を展開する。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

S評価：成果発表の課題・社会人基礎力において9割以上の
得点率
A評価：成果発表の課題・社会人基礎力において8割以上の
得点率

B評価：成果発表の課題・社会人基礎力において7割以上の
得点率
C評価：成果発表の課題・社会人基礎力において6割以上の
得点率

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ⑥

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ⑥

0

②

③

④

⑤

小テスト

① ⑥

0

②

③

④

⑤

レポート

① ✓ ⑥ ✓

90

予復習課題および到達目標に対応したプレゼンテーション資料を作
成して発表する。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓ ⑥ ✓

10

以下の七つの観点それぞれに対して，授業中の態度や提出物で評価する。
主体性：自分の経験と関係づけたり，自分なりの例を作って考えている。
実行力：他者と協力して互いの理解を深め合うことを意識して行動している。
課題発見力：わからないところを把握している。
創造力：わからないことでも他に調べたり仮説を立てたりして考えを深めてい
る。
発信力：互いに意見を言いやすくなるように工夫して発言・コメントしてい
る。
傾聴力：他者の意見を聴いて反応している。
規律性：期限までに課題を提出した。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



B評価：成果発表の課題・社会人基礎力において7割以上の
得点率
C評価：成果発表の課題・社会人基礎力において6割以上の
得点率

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

オリエンテーション 講義
miro

授業の進め方，キャリ
ア教育の学びについて
イメージすることがで
きる。

予習：シラバスを読ん
でおく。
復習：キャリア教育の
学びのイメージを回答
する。 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

進路指導・キャリア教
育の歴史的経緯（1）
職業指導から進路指導
への展開

講義
グループ討議
miro

職業指導から進路指導
への展開を説明でき
る。

予習：2週目の授業時に
指定されたテキスト・
配付資料の範囲を読
み，ポイントを図式化
する。
復習：授業での発表及
びディスカッションを
踏まえて，考えたこと
を述べる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

進路指導・キャリア教
育の歴史的経緯（2）
受験競争と進路指導

講義
グループ討議
miro

受験競争という社会的
背景によって進路指導
が出口指導に偏った歴
史的経緯を説明するこ
とができる。

予習：3週目の授業時に
指定されたテキスト・
配付資料の指定された
範囲を読み，ポイント
を図式化する。
復習：授業での発表及
びディスカッションを
踏まえて，考えたこと
を述べる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

進路指導・キャリア教
育の歴史的経緯（3）
接続答申（1999年）に
おけるキャリア教育

講義
グループ討議
miro

接続答申（1999年）に
おいて示されたキャリ
ア教育の方向性を説明
することができる。

予習：4週目の授業時に
指定されたテキスト・
配付資料の指定された
範囲を読み，ポイント
を図式化する。
復習：授業での発表及
びディスカッションを
踏まえて，考えたこと
を述べる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

進路指導・キャリア教
育の歴史的経緯（4）
在り方答申（2011年）
におけるキャリア教育

講義
グループ討議
miro

在り方答申（2011年）
において示されたキャ
リア教育の方向性を説
明することができる。

予習：5週目の授業時に
指定されたテキスト・
配付資料の指定された
範囲を読み，ポイント
を図式化する。
復習：授業での発表及
びディスカッションを
踏まえて，考えたこと
を述べる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

21世紀の社会とキャリ
ア教育

講義
グループ討議
miro

キャリア教育のさらな
る充実に向けた諸課題
と今後の展望について
説明することができ
る。

予習：6週目の授業時に
指定されたテキスト・
配付資料の指定された
範囲を読み，ポイント
を図式化する。
復習：授業での発表及
びディスカッションを
踏まえて，考えたこと
を述べる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

キャリア教育の組織的
な指導体制

講義
グループ討議
miro

キャリア教育の組織的
な指導体制（PDCAサイ
クル，カリキュラム・
マネジメント）の意義
とポイントを例示する
ことができる。

予習：7週目の授業時に
指定されたテキスト・
配付資料の指定された
範囲を読み，ポイント
を図式化する。
復習：授業での発表及
びディスカッションを
踏まえて，考えたこと
を述べる。

180

主体性
実行力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

ガイダンス機能を生か
した進路指導・キャリ
ア教育（1）意義と方
法

講義
グループ討議
miro

ガイダンス機能を生か
した進路指導・キャリ
ア教育の意義と方法を
例示することができ
る。

予習：8週目の授業時に
指定されたテキスト・
配付資料の指定された
範囲を読み，ポイント
を図式化する。
復習：授業での発表及
びディスカッションを
踏まえて，考えたこと
を述べる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

ガイダンス機能を生か
した進路指導・キャリ
ア教育（2）職業に関
する体験活動（職場体
験・インターンシッ
プ）

講義
グループ討議
miro

職業に関する体験活動
（職場体験・インター
ンシップ）の意義と指
導方法を説明すること
ができる。

予習：9週目の授業時に
指定されたテキスト・
配付資料の指定された
範囲を読み，ポイント
を図式化する。
復習：授業での発表及
びディスカッションを
踏まえて，考えたこと
を述べる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

キャリア・カウンセリ
ング（1）キャリア理
論：パーソンズ・ホラ
ンド・スーパー・サビ
カス

講義
グループ討議
miro

各キャリア理論の特徴
と進路相談への応用を
考えることができる。

予習：10週目の授業時
に指定されたテキス
ト・配付資料の指定さ
れた範囲を読み，ポイ
ントを図式化する。
復習：授業での発表及
びディスカッションを
踏まえて，考えたこと
を述べる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

キャリア・カウンセリ
ング（2）キャリア理
論：ジェラット・クラ
ンボルツ・シャイン・
ホール・シュロスバー
グ・ハンセン

講義
グループ討議
miro

各キャリア理論の特徴
と進路相談への応用を
考えることができる。

予習：11週目の授業時
に指定されたテキス
ト・配付資料の指定さ
れた範囲を読み，ポイ
ントを図式化する。
復習：授業での発表及
びディスカッションを
踏まえて，考えたこと
を述べる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

キャリア・カウンセリ
ング（3）カウンセリ
ングの基本的スキル

講義
グループ討議
miro

カウンセリングの基本
的スキルを自分がどれ
くらいできているか確
認する。

予習：12週目の授業時
に指定されたテキス
ト・配付資料の指定さ
れた範囲を読み，ポイ
ントを図式化する。
復習：授業での発表及
びディスカッションを
踏まえて，考えたこと
を述べる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

系統的なキャリア教育
（1）小中高一貫の
キャリア教育実践

講義
グループ討議
miro

小中高一貫のキャリア
教育実践を調べて，説
明することができる。

予習：13週目の授業時
に指定されたテキス
ト・配付資料の指定さ
れた範囲を読み，ポイ
ントを図式化する。
復習：授業での発表及
びディスカッションを
踏まえて，考えたこと
を述べる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

系統的なキャリア教育
（2）キャリア・パス
ポート

講義
グループ討議
miro

キャリア・パスポート
を用いたキャリア教育
実践を調べて，説明す
ることができる。

予習：14週目の授業時
に指定されたテキス
ト・配付資料の指定さ
れた範囲を読み，ポイ
ントを図式化する。
復習：授業での発表及
びディスカッションを
踏まえて，考えたこと
を述べる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

まとめと学修の振り返
り・実践事例の発表

講義
グループ討議
miro

キャリア教育の実践事
例を発表し，キャリア
教育における当該事例
の位置づけを説明でき
る。
これまでの学修を踏ま
えた疑問を生成し，今
後の課題とすることが
できる。

予習：実践事例を発表
するためのプレゼン
テーションを準備す
る。
復習：授業内での発表
をふまえて，実践事例
の解説文を追記・修正
する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


